平成２０年度　第１回館山市下水道事業審議会議事録

期　日　　平成２０年８月２８日（木）　10:00から11:20まで

場　所　　鏡ケ浦クリーンセンター　２階会議室

出席者

（１）委　員（１４名）

　　　　　　　内藤　欽次　　早船　亮一　　　安藤　孝房　　清水　延郎

　　　　　　　小林　義和　　加藤　喜久夫　　鈴木　康資　　小芝　正博

　　　　　　　辰野　利廣　　草刈　董　　　　石井　久治　　根岸　茂雄

　　　　　　　庄司　増子　　菊井　玲子

（２）館山市（９名）

　　　　　　　副市長　永井　一浩　　建設環境部長　田中　豊

　　　　　　　都市計画課長　和泉澤　薫　　都市計画課副参事　永井　茂樹

　　　　　　　都市計画課鏡ケ浦クリーンセンター場長　佐野　照夫

　　　　　　　都市計画課　秋山主幹　獅子田主査　正木副主査　三橋主任技師
（３）傍聴人（０名）
配布資料　　別添のとおり

会議内容

（１）開　会

　　　　司会：獅子田主査
　　　　　　本日は、大変お忙しい中、ご出席をいただきましてありがとうございます。

　　　　　平成２０年度第１回館山市下水道事業審議会を開催いたします。

（この後、配布資料の確認を行った。）

（２）委嘱状交付
　　　　司会：獅子田主査

　　　　　　まず始めに、会議次第２、委嘱状の交付から行います。
　　　　

副市長から各委員へ委嘱状を交付した。

　　　　　（任期　平成20年8月28日から平成22年8月27日までの２年間）

　　　　　　　　初めての会議のため、委員の自己紹介を行い、続いて、事務局側の紹介を行った。
本会議の公開非公開について
司会：獅子田主査
　　　　　「本会議及び議事録の取扱について、館山市においては、審議会等の会議や議事録は原則公開となっています。本日の審議内容は、館山市下水道事業審議会の会長、副会長の選出、公共下水道事業の状況説明についてです。

　　　　　個人情報は含まれないため、会議の議事録は公開することを考えています。公開の方法としまして、市ホームページへの掲載、都市計画課での情報提供を予定しています。なお、質問者の氏名については、非公開と考えています。

（これについて諮ったところ、「異議なし」の発言により承認を得たため、この会議を公開することに決定した。）
（３）市長挨拶
永井副市長挨拶

　　　　　　　　　皆さんお早うございます。本日は、２０年度第１回の審議会を開催しましたところ、大変ご多用にもかかわらず出席を賜りまして有難うございます。また、日頃より館山市市政の推進、特に公共下水道の事業の推進に大変なご理解とご協力を頂いていますことをこの場をお借りしまして、御礼を申し上げたいと思います。さて、ご承知のとおり館山市における公共下水道につきましては、平成元年に基本計画、合計面積１，１９７ヘクタールを策定しまして、平成３年に、その内の都市計画用途地域のエリア７５６ヘクタールを都市計画決定しました。

　　　　　　　　　平成３年度に公共下水道事業に着手をしたということでございまして、平成１０年には、４７．６ヘクタールの部分が供用開始となり、今年でちょうど１０年目に入るということでございます。平成１４年度には、第１期計画としての９８ヘクタール部分、これが供用開始し同時に第２期計画として９７ヘクタール、第１期、第２期の合計１９５ヘクタールが事業認可を受け、現在、整備を進めているところで御座います。平成２４年度完了の予定で認可を受けて事業を進めていくという状況でございます。

　　　　　　　　　今回、通常の事業概要の説明、事業報告に加えまして今回は下水道使用料のあり方について諮問させて頂きたいと思っています。毎年度１回程度の審議会であったと思いますが、今年は数回に渡ってお世話になりたいと思っています。下水道使用料のあり方についての内容、諮問の理由については、後ほど詳細は説明をさせていただきますけれども、おおまかに説明させていただきますと先程も言いましたように、公共下水道事業が供用開始されてから約１０年経ったということ、当初の想定と異なる部分、当然出てきますので、料金のあり方についてご意見を頂きたいということと、現状考えて見ますと、概ね下水道事業の維持管理費が約１億５千万円かかっております。これに対して、下水道使用料収入が約６千万円ということで、当初の見込よりかなり低い状況になっております。この結果、多少料金が低いということで国からの地方交付税が今年からゼロ査定ということで、３年前には４，５００万円程度貰っていたものが、徐々に減らされて今年からゼロということになっています。もう少し詳しく申し上げますと、今、約１３６円／立方メートルの料金が最低１５０円／立方メートル無いと交付税が頂けない状況の中で、果たして下水道料金がどうあるべきかということを議論していただきたいと思います。このことについては、現在、館山市行財政改革に取り組んでおります。大変厳しい財政状況の中で取り組んでおりまして、先般、８月に見直しが行われました。その中でも、下水道料金については、やはり受益者負担という考え方をきちっと整理する必要があるのではないか、国からの交付税が貰えないとこれは、よろしくない時代だと指摘を受けまして、今回、諮問をさせて頂きたいというふうに考えています。なお、本日は本審議会の第１回目であります、会長、副会長の選出も御座います。限られた時間ではございますけれども、宜しくご審議の程、お願い申し上げまして、ご挨拶に代えさせて頂きます。

（４）会長、副会長の選出
　　　　司会：獅子田主査

　　　　　　　次に、役員の選出に移ります。皆様におかれましては、平成２０年８月２８日から２年を任期といたしまして、委嘱されております。この間の会長、副会長を選出していただく必要がございますので、選出までの仮議長を田中建設環境部長にお願いします。

　　　　仮議長：田中建設環境部長

　　　　　　　田中でございます。会長、副会長が選出されるまで進行させていただきます。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　ただ今から議事に入ります。会議次第４「会長、副会長の選出」でございます。事務局よりご説明申し上げます。

　　　　事務局：和泉澤都市計画課長

　　　　　　　それでは、会議次第４「会長、副会長の選出」について説明させていただきます。委員の皆様におかれましては、本日から平成２２年８月２７日までの２年間を任期として委嘱をお願いしておるところでございます。

　　　　　　　現在、会長、副会長が定められておりませんので、委員の皆様方によりまして、会長、副会長を選出していただく必要がございます。

　　　　　　　選出につきましては、館山市付属機関設置条例第４条第１項により、「会長及び副会長は、委員の互選によって定める。」とされておりますので、ご審議をお願いするものでございます。

　　　　　　　会長は、館山市付属機関設置条例第４条第２項により、「当該付属機関事務を総理し、当該付属機関を代表する。」また、副会長は、館山市付属機関設置条例第４条第３項により、「会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。」とされております。

　　　　　　　なお、館山市付属機関設置条例第６条第１項により、「会長が会議の議長となる。」と、されております。

　　　　　　以上で、会長、副会長の選出についてご説明を終わります。

　　　　　よろしくお願いいたします。

　　　　仮議長：田中建設環境部長
　　　　　　　ただ今、説明が事務局からありましたとおり、会長、副会長の選出については、委員の互選ということで定められておりますが、いかがいたしましょうか。

　　　　根岸委員

　　　　　事務局に素案がありましたら、一任したいと思います。

　　　　仮議長：田中建設環境部長

　　　　　　　ただ今、根岸委員から事務局に案がありましたらということで、ご意見がございましたが、事務局、何か案はございますか。

　　　　事務局：佐野場長

　　　　　　　それでは、事務局の案を申し上げさせて頂きます。会長には継続して委員をお願いしております、最年長者であります、石井久治委員、副会長には、同じく引続いて委員をお願いします、小林義和委員を事務局案として、ご提案をさせて頂きます。よろしくご審議をお願いいたします。

　　　　仮議長：田中建設環境部長
　　　　　　　ただいま、事務局から会長に石井委員、副会長に小林委員ということで案の説明がございました。両委員には、大変お忙しいところ誠に恐縮でございますが、特段、支障がなければお引き受けお願いできますでしょうか。

（異議なし、一同拍手）

　　　　　　　会場、皆さんの全員の拍手ということで、会長に石井委員、副会長に小林委員ということで、皆さんのご承諾がいただけたということで、正式に決定させていただきます。ありがとうございます。

　　　　　　　それでは、先程、事務局から説明がありましたとおり、条例により会長に議長を務めていただきます。よろしくお願いします。

（これ以降、石井会長が議長席に移動し、議長を務める。）

　　　　司会：獅子田主査
　　　　　　　それでは、新会長に決まりました、石井会長よりご挨拶をよろしくお願いします。

　　　　石井会長

　　　　　　　ただ今、皆様の互選によりまして決定されました会長の石井でございます。どうぞよろしくお願いします。まず、審議に移る前に一言ご挨拶申し上げます。

本日は、蒸し暑い中を会議に参加して頂き、本当にありがとうございます。すでに皆さんもご承知のとおり、下水道事業というものは、非常に大事なものであると共にお金のかかる難しい事業であります。しかし、館山市の環境情勢を考えれば、下水道の完成こそ「きれいな海・館山」という、キャッチフレーズに沿ったものが出来るのではないかなと、日頃思っています。これから、いくつかの審議事項ございますが、時間の許す限り、ご審議していただきたいと思っております。どうぞ、よろしくお願いいたします。

（５）諮　問
　　　　司会：獅子田主査
　　　　　　　それでは、会長が選出されましたので、諮問書を永井副市長からお渡しします。
　　　　永井副市長

「館山市下水道事業審議会会長様、館山市付属機関設置条例第３条の規定により、審議頂きたく諮問いたします。」諮問事項、「下水道使用料のあり方について」　どうぞよろしくお願いいたします。

（諮問書を読み上げ、手渡す。）

　　　　司会：獅子田主査
　　　　　これからの議事の進行につきましては、石井会長にお願いいたします。

（６）審　議

　　　①　事業の概要について

　　　　　　資料に従い、佐野場長が説明を行った。
②　整備の実績及び今後の予定について

　　　　　　資料に従い、秋山主幹が説明を行った。

③　下水道使用料のあり方について

　　　　　　資料に従い、永井副参事が説明を行った。
　　　　　各内容については、都市計画課にて情報提供となります。

（７）その他

　　　　下水道事業について質疑応答を行った。（発言要旨は以下のとおり）
　　石井会長　　　下水道使用料のあり方ということで、諮問を受けましたがこの件の審議につきましては、９月の下旬あたりになろうかと思いますが、次の審議会を開かせていただきまして、その時にご審議願うというふうに考えております。従いまして、現在はただ下水道使用料のあり方について、さっとご説明いただいたということでございます。まだ、みなさん納得できないような所があるかなというふうに、思っておりますが、何か、ご質問等あればお受けいたしたいと思います。
　　５番委員　　　資本費対象の処理原価とありますね。これは例えば起債を起こして、借金がどの位残っていて、それを何年計画でゼロに返すという計画はあるのでしょうか。それとも金利だけの金額でしょうか。

　　永井副参事　　これにつきましては、借金をする時に現在は３０年計画で、年々返済していくものがありますけれども、それの元金と利子両方含んだものの単年度の数字が入っております。

　　石井会長　　　下水道の使用というものは、身近なものになりますから、わからない事があったら、どんどんお聞きしていただきたいと思います。

　　１２番委員　　一番最後に説明のあった、下水道料金もそうですが、館山市が一番安いという説明ですが、実際に受益者負担金との問題がスタート時にあるわけですよね。

　　他の市なども茂原市などは高いみたいですが、この辺も同じように受益者負担金制度はやっているのですか。

　　永井副参事　　他の市も受益者負担金はあります。使用料といいますのは、下水道に流した量だけをお払いいただくものですが、受益者負担金といいますのは、下水道管を入れた部分について使う方に一部負担していただくということで、一定料金で負担をお願いしています。それは、他市についても同じようにあります。金額については、やはり工事の状況等によって違っているようですけれどあります。

　　　　　　　　　受益者負担金についても、次の審議会のときに資料を提示させていただきます。

　　　　　　　　　各市町村によって、色々事情があると思いますが、下水道の歴史のある市町村というのは、それだけ入ってくる水の量も多くなってきます。収入も多い状態ですので、採算的にはかなり良くなってくるところもあります。そうすると、料金もある程度、安くなる傾向もあるようです。下水道を始めた、間もない市町村については、やはり高く設定をせざるを得ないというのが、全国的な状況のようです。

　　石井会長　　　１０立方メートルまでということですが、一般の家庭ではどの位使われるのですか。

　　永井副参事　　色々な家庭があって、一概には言えませんが、月当たり３０立方メートル位が多いです。

　　　　　　　　　このデータにつきましても、次の審議会のときに資料を提示させていただきます。
　　１４番委員　　この表から見まして（県内市町村下水道使用料比較）、各市町村の違いはよくわかりましたが、人口や加入した所の割合（普及率や水洗化率）というものが良くわからない。

　　永井副参事　　グラフに示されている市町村の人口、普及率のデータにつきましても、次の審議会のときに資料を提示させていただきます。
　　１０番委員　　資料１３頁の「普及率及び水洗化率」の平成１９年度の水洗化率の方ですが、ご説明ですと、４，４６０人に対し２，６２１人の６割程度との説明がありましたが、これを更に上げていく何らかのいろんな方策といいましょうか、今はこういう風に思っているかなどはありますか。

　　佐野場長　　　水洗化率というのは、確かに加入できる方が加入していない部分を表しています。それにつきましては、高齢者世帯であったり、浄化槽設置済み、あるいは経費が係るなどの問題があります。そういうものを含めまして、普及するために家庭訪問など色々していますが、今後もなるべく１００％に近づくように、なるべく多くの方に利用してもらえるように進めて行きたいと思っています。
　　石井会長　　　次回の審議会の時に各データをお持ちいただいて、そして説明していただき、皆さんの納得いくというような形にしたいと思っています。もし格別のご質問がなければ、この辺で終わらせていただきたいと思います。よろしいでしょうか。

　　

（他の質問なし）

　　石井会長　　　以上を持ちまして事務局にお返しします。

（８）閉　会

　　　　司会：獅子田主査
　　　　　　　　　どうもありがとうございました。先程、石井会長よりお話のありましたとおり、第２回目の予定が９月の終わり頃を予定しています。事務局より各委員の皆様には、お手紙にてお知らせします。よろしくお願い致します。

　　　　　　　　以上をもちまして、本審議会を閉会します。本日は、お疲れ様でした。

以上
